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ABSTRACT
This paper examines the circumstances involved in the change of the Yongle 
Emperor’s temple name from Taizong to Chengzu. The investigation reveals that 
the reason for this lay with the Jiajing Emperor, Shizong ― originally a collateral 
family relative who acceded to the throne ― who wanted to have his father, 
Prince Xingxian, granted the title “emperor.”― This change of temple name led 
to a signiﬁcant transformation in the evaluation of Yongle. The paper also shows 
how officials of the day strove to provide a theoretical  justification, from the 
perspective of classical studies, for the change from Taizong to Chengzu.











Temple Names of the Yongle Emperor （1）











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































孔安國の傳に「德が高くて尊び得る」からだとする。これらは ｢ 宗法 ｣ とはか
かわりがない。『詩經』大雅・公劉で「君之宗之（之に君とし之に宗とす）」と
いうのは，毛亨の傳では「之を大宗（本家）と爲す」の意味だとしているが，
鄭玄の箋では「羣臣が之を尊ぶ」の意味に取り換えている。毛亨の傳の解釈を
変更したのは，尊い国君は，「族人は父兄・兄弟の親しさをもって君に近づけ
ない」からである。「大宗」・「小宗」の名称として理解すべきではない。したがっ
て，『詩經』大雅・板の「大宗維翰」条の毛亨の傳に「王者は天下の大宗なり」
と解釈するのを，鄭玄の箋では「大宗は，王の同姓［世］の適子なり」という
解釈に取り換えている。ここでいう「同姓［世］適子」とは，『禮記』喪服小
記でいう「別に繼ぐを［大］ 宗と爲す（別子（諸侯の庶子）の跡を継ぐもの
を大宗という）」というのである。
天子・諸侯の若
ごと
きは，則ち固より其の宗名を絶つ。惟だ［『詩經』大雅・板の］
「宗子維城（宗子は維れ城）」に，鄭氏は以て「王の適子（嫡子）」と爲す。
蓋し「宗」とは，主なり。卽ち［『易』震卦の］彖傳の所謂ゆる「守宗廟・
社稷以爲祭主（宗廟・社稷を守り以て祭主と爲る）」，『春秋』傳の里克の
所謂ゆる「太子奉冢祀・社稷之粢盛（太子は冢祀・社稷の粢盛を奉ず）」（『左
傳』閔公二年）と，而して士薦　以て「修德以固宗子（德を修めて以て宗
子を固くす）」（『左傳』僖公五年
①
）と爲す者なり。皆な宗法の謂いに非ず。［『禮
記』］祭法に「有虞氏は［……］堯を宗とし，夏后氏は［……］禹を宗と
し，殷人は［……］湯を宗とし，周人は［……］武王を宗とす」と。此れ
上帝を明堂に祭り，之を尊んで以て配食す。『孝經』の所謂ゆる「宗祀に
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は文王を明堂に於いて以て上帝に配す」と，是れなり金輔之の「明堂考」に「宗
祀の名は，六宗に昉
はじ
まる。夏侯の「尚書」に六宗上下四方の神を說くに據る」と言う。
蓋し「宗」の言は尊なり。凡そ尊ぶ所有れば，皆な「宗」と曰う可し。『孟子』
に稱して，滕の父兄百官　曰く，吾が宗國魯の先君
②
，と（『孟子』滕文公上）。
亦た兄弟の國を謂いて之を尊ぶなり。豈に宗法を以て之を例とするを得ん
や（『通藝錄』通藝錄之三・宗法小記・「宗法述」条）。
　①『左傳』閔公二年には「士薦稽首對曰，……『詩』云「懷德惟寧，宗子惟城」，君
其修德而固宗子，何城如之……（士薦　稽首して對して曰く，……『詩』に云う
「德を懷き惟れ寧んず，宗子　惟れ城なり」と，君　其れ德を修めて宗子を固くす）
……」。
　②滕は魯と同じ文王の子孫であるが，魯の祖の周公は滕の祖の叔繡より年長であるた
め，滕は魯を宗国といった。
天子・諸侯は，もともと「宗法」でいう「宗」の範疇には属さないものである。
ただし，『詩經』大雅・板の「宗子維城（宗子は維れ城）」条に鄭玄は「王の適
子（嫡子）」であると理解する。おそらく，ここでいう「宗」とは「主」の意
味であろう。『易』震卦・彖傳でいう「守宗廟・社稷以爲祭主（宗廟・社稷を
守り以て祭主と爲る）」や，『左傳』閔公二年の里克の諫言の中の「太子という
ものは国の宗廟・社稷の祀りの供え物を奉じる」ということば，そして『左傳』
僖公五年にある士薦の「德を修めて宗子（嫡子）を守りたてる」ということば
のようなものである。これら「宗」の意味は，すべて「宗法」の意味ではない。
『禮記』］祭法に「有虞氏は［……］堯を宗とし，夏后氏は［……］禹を宗とし，
殷人は［……］湯を宗とし，周人は［……］武王を宗とす」とあるが，これ
は上帝を明堂に祭り，堯・禹・湯・武王を尊んで並べ祭ることである。『孝經』
でいう「宗祀には文王を明堂に於いて以て上帝に配す」である。おそらくここ
でいう「宗」は「尊」の意味であろう。すべて尊ぶところであれば「宗」とい
うことができるのである。『孟子』に滕の父兄百官が「吾が宗國魯の先君」と言っ
ているのは，兄弟の国を尊んで「宗」と言っているのである。「宗法」の例と
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することはできないのである。
　このように，いわゆる經學的な立場からすると廟號の「宗」は「宗法」にお
ける「宗」とは関係しないことになる。ただし，この經學的な立場からの「宗」
字は，永樂帝の廟號を「太宗」から「成祖」に改めた世宗嘉靖帝の時に，議論
されることになる。このことについては，（2）で検討したい。
　さて，遺漏はあると思われるが，管見のおよぶところ，正史に見える「太宗」
は，以下のようである。
　殷　　太甲　　太宗
　漢　　孝文帝　太宗
　晉　　簡文帝　太宗
　宋　　明皇帝　太宗
　梁　　簡文帝　太宗（世祖による）
　北魏　明元皇帝　太宗
　 唐　　太宗　　
　　五代閩　惠皇帝　太宗
　宋　　太宗　　
　 遼　　太宗　　
　金　　太宗　
　元　　太宗（オゴタイ）　
　いま，殷の太甲を太宗とした例を除くと，皇帝に「太宗」と贈ったのは，前
漢の文帝が最初ではないだろうか。
　『漢書』景帝紀（『史記』孝文本紀もほぼ同文）によると，文帝を「太宗」と
称するようになったのは，つぎのようなことによる。
［景帝］元年（前元年）冬十月，詔して曰く，蓋し聞く「古者　祖に功有り，
宗に德有り」とし，禮樂を制するに各々由
ゆえ
有り。［……文帝はいろいろと
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すぐれた政治上の業績をあげられたが……］，朕　旣に不敏にして，能く
識るに勝えず。此れ皆な上世の及ばざる所にして，孝文皇帝
（4）
　親
みず
から之を
行なえり。德の厚きこと天地に侔し，利の澤
うるお
うこと四海に施し，福を獲ざ
るなし。明らかなること日月に象
のっとる
するも，廟樂　稱
そえ
られず，朕　甚だ焉
これ
を
懼る。其れ孝文皇帝廟の爲
ため
に昭德の舞を爲
つく
り，以て休德を明らかにせよ。
然る后，祖宗の功德は，萬世に施され，永永として窮まる無し。朕　甚だ
之を嘉す。其れ丞相・列侯・中二千石・禮官　禮儀を具えて奏せよ，と。［……
そして丞相の［申屠］嘉などが］謹みて議するに，世々の功は高皇帝より
大なるは莫く，德は孝文皇帝より盛んなるは莫し。［そこで］高皇帝廟は
宜しく帝者の太祖廟と爲すべし。孝文皇帝廟は宜しく帝者の太宗廟と爲す
べし。天子は宜しく世世　祖宗の廟に獻ずべし。郡國の諸侯は宜しく各々
孝文皇帝の爲に太宗の廟を立て，諸侯列侯の使者　天子の獻ずる所の祖宗
の廟に侍祠すべし。天下に宣布せんことを請う，と。制して曰く，可なり，
と（『漢書』景帝紀）。
景帝元年（前元年）十月，景帝はつぎのような詔をくだす。それは，聞くとこ
ろによれば，むかしは功績のあるものを「祖」とし，德のあるものを「宗」とし，
［これらの廟をまつる］禮樂を制定するのには各々理由があったとのことであ
る。［……文帝はいろいろとすぐれた政治上の業績をあげられたが……］，朕（景
帝）は不敏で，すべてを知っているわけではない。［そうとはいうものの］文
帝が行なわれたことは，いにしえの君主のおよぶところではない。しかも文帝
は自身でこれを行なわれたのである。［帝の］德は天地と等しく，［帝の］利澤
は四海に施され，福を得ないものはいなかった。その明は日月に匹敵する。だが，
（ 4 ）漢代の皇帝の諡には，惠帝以下すべて「孝」字が附せられていた。『漢書』惠帝紀の「孝
惠皇帝，高祖太子也」条に顔師固（南朝･陳の太建十三年〔五八一〕～唐の貞觀十九年〔六四五〕）
は，
　　　 ［顔］師固　曰く，孝子　善く父の志を述ぶ。故に漢家の諡は，惠帝以下　皆な「孝」
と稱するなり（『漢書』惠帝紀・「孝惠皇帝，高祖太子也」条）。
　と注している。「孝子」であり父の志を遂げたから，諡の上に「孝」をつけるというのである。
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文帝の廟の樂はこうした德にふさわしくない。朕（景帝）は，はなはだそれを
おそれる。文帝のために昭德（德を昭
あきらか
にする）の舞を作り，文帝のおおきな美
德を明らかにせよ。そうすれば祖宗の功德は，万世に施され，永遠に窮まりな
くなるであろう。朕（景帝）は，それをきわめて嘉するであろう。丞相・列侯・
中二千石［を受ける高官］・禮官はともに「昭德の舞」の儀礼を具えて奏上せよ，
と。……そして，臣等［丞相の申屠嘉など］は謹んで提案いたしますに「功は
高皇帝（高祖）より大きいものはなく，德は文帝よりも盛んなものはありませ
ん。そこで高帝廟はよろしく皇帝としての太宗の廟となさるべきであり，文帝
廟は皇帝としての太宗の廟となさるべきであります。そして，天子は世々祖宗
の廟をお祀りになるべきであります。郡国・諸侯はよろしく文帝のために太宗
の廟を立て，諸侯王・列侯の使者は，天子のされる祖宗の廟の祭祀に侍してた
すけるべきです。このことを天下に布告されることをお願いもうしあげます」，
と。景帝は，これを裁可した，という。
　この「古者　祖に功有り，宗に德有り」については，顔師固（南朝･陳の太
建十三年〔五八一〕～唐の貞觀十九年〔六四五〕）は，つぎのように注している。
應劭　曰く，始めて天下を取る者を「祖」と爲す。高帝　高祖と稱するは
是れなり。始めて天下を治める者を「宗」と爲す。文帝を太宗と稱するは
是れなり，と。［顔］師固　曰く，應［劭］の說は非なり。「祖」は，始な
り。始めて命を受くるなり。「宗」は尊なり。有德　尊ぶ可し，と。
應劭は始めて天下を取った者「祖」といい，始めて天下を治めるようになった
者を「宗」とするという。顔師固は，應劭の説を否定し，始めて天命を受けた
者が「祖」であり，德があり尊ぶべき者が「宗」であるという。
　つまり，應劭によれば，
はじめて天下を取った功績のあるものを「祖」とし，はじめて天下に治平
をもたらしたものを「宗」とする。
となり，顔師固によると，
　　天命を受け取ったものを「祖」とし，德があり尊ぶべきものを「宗」とする。
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という意味になる。
　王先謙（字は益吾，号は葵園。湖南長沙の人。清･道光二十二年〔一八四二〕
～民國六年〔一九一七〕。同治四年乙丑科〔一八六五〕二甲七十五名の進士）の『漢
書補注』（光緒二十六年刊）は，宋･劉攽と王啟原（字は理菴。湖南湘潭の人 :『漢
書補注』「同時參訂姓氏」による）とを引用して顔師固の説を批判・補足する。
劉攽　曰く，顔［師固］の說は非なり。始めて命を受くる者は「太祖」と
稱するのみ。有功なる者も亦た「祖」と稱す。商の祖甲　是れなり，と。
王啟原　曰く，「祖有功，而宗有德」は『［孔子］家語』廟制篇
①
に以て孔子
の言と爲す。據るに足らずと雖も，『後漢書』光武帝紀注に其の文を引きて，
「禮に云う」とす
①
。蓋し佚禮の文ならん。
　①廟制篇に「孔子　曰く，…古は有功を「祖」として有德を「宗」とす」。『孔子家語』
辯物篇に「子　曰く禮に有功を「祖」として有德を「宗」とす。故に其の廟を毀たず」。
　　　 ②『後漢書』卷一・光武帝紀第一上・「世祖光武皇帝諱秀，字文叔」条の李賢注に「禮
に「祖に功有り，宗に德有り」と。光武　中興す。故に廟を「世祖」と稱す」。
劉攽によると，始めて天命を受けた者のみが「太祖」という。その他の功績が
ある者は，創業の主でなくても，商の祖甲のように「祖」をつけることができ
るというのである。
（5）
（ 5 ）王榮商（浙江鎭海の人。光緖十二年丙戌科（一八八六）二甲十五名の進士）の『漢書補注』
（光緖十七年刻本）は，顔師固・劉攽の注釈を引用した後，つぎのようにのべる。
［王］榮商　案ずるに，光武　中興して，亦た「世祖」と稱せらる。其の時，漢の祚
　絶えて復紹す。始めて命を受くると異なる無し。故に「祖」を以て之を尊ぶのみ。
劉［攽］の說は，孔氏（孔安國）の書傳に本づく。孔氏（孔安國）　「祖甲爲太甲」を
以て「殷家　亦た其の功を祖とす，故に「祖」と稱す」，と謂う（無逸）。然れども「正義」
（「無逸」・「其在祖甲～三十有三年」条の疏　已に之を非として「殷の先君に祖乙・祖辛・
祖丁有り。「祖」と稱すること多し。未だ必ずしも其の功を祖とし，其の廟を存せず」
と云う。此れを以て之を推せば，殷人の「祖」と稱するは，別に取義有り。古今　制
を異にす。未だ據りて以て顔［師固の］說を駁す可からざるなり（光緖十七年刻本『漢
書補注』卷一・十三葉・「元年冬十月，詔曰，蓋聞古者祖有功，宗有德」条）。
　殷で「祖」と称したのは，以後のものと意味が異なり，制度を異にしている。そのため，
殷の事例を根拠にしておこなった劉攽の顔師固の説の批判は成立しない，と王榮商はいう。
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　『漢書』・『史記』にある「宗」を「はじめて天下に治平をもたらしたもの」
と理解するのか，「德があり尊ぶべきもの」と理解するのかは，断定しにくい。
　だが，いずれにせよ，唐・宋・遼・金・元そして清においても，初代の「祖」
を贈られた皇帝に続く二代目の皇帝に「太宗」が贈られていることからすると，
漢の先例にしたがい，唐以後は，二代目の皇帝に「太宗」という廟號が贈られ
るようになったのではないだろうか。
　このような先例からみても，世宗嘉靖帝が永樂帝の廟號を「太宗」から「成
祖」に変更したのは，きわめて異例のことであることが理解できるのではない
だろうか。
　では，つづけて，永樂帝の廟號を世宗嘉靖帝がなぜ変えたのかについて検討
してみたい。
 （つづく）
